
　８月27日〜28日、門間市
長と出石地域の観光事業団体
が長野県上田市を表敬訪問
し、土屋陽一市長らと両市の
友好関係の更なる発展につい
て意見交換を行いました。
　上田市とは、1706（宝永３）
年の出石藩主国替えを縁に、
1979年に旧上田市と旧出石
町が姉妹都市提携を締結して
以来、交流を継続しています。
特に出石地域とは毎年11月
３日に開催される「出石お城

　８月26日、本市と全但バ
ス、豊岡市社会福祉協議会、
竹野地域運営協議会の４者に
より「竹野地域予約型乗合交
通の運行に関する協定」を締
結しました。
　竹野地域では、路線バスの
利用者減少や運転士不足によ
り、従来の定時路線の維持
が難しい状況となっていまし
た。そこで地域の皆さんとの
意見交換を重ね、利便性の高
い新たな交通体系として「予

まつり」への来賓参加や、信
州上田の特産物販売などで深
い関わりがあります。
　今回の訪問を機にさまざま
な分野で交流の展開が期待さ
れる、有意義な訪問となりま
した。

約型乗合交通」を導入します。
本年10月から運行を開始し、
高齢者をはじめとした地域の
皆さんの移動手段を確保する
とともに、持続可能な公共交
通の仕組みづくりを進めてい
きます。
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持続可能な公共交通へ　予約型乗合交通の運行協定を締結

 《問合せ》
 都市整備課☎23−1712

▲�左から、森
もりた
田敏

としゆき
幸さん（社会福祉協

議会理事長）、門間市長、村
むらかみ
上宣

のりひと
人

さん（全但バス㈱代表取締役社長）、
岩
いわさき
崎弘

こうじ
治さん（竹野地域運営協議会

会長）

 《問合せ》
 出石振興局地域振興課
 ☎21−9028

▲�上田市の土
つちや
屋陽

よういち
一市長（左から５番

目）と小
こあいざわ
相澤隆

たかゆき
幸副市長（右端）

〜主な市政の動き〜
【８月】
６日
・タウンミーティング
９日
・第30回北近畿豊岡自動車道・山陰近畿自動

車道早期実現促進大会
26日
・竹野地域予約型乗合交通の運行に関する協

定の締結
27日
・長野県上田市へ表敬訪問（〜28日）

29日
・豊岡市議会９月定例会（〜９月26日）           
31日
・市民総参加訓練（地震）

【９月】
11日
・豊岡演劇祭2025
　（〜23日）

運行日や運賃などの詳
細は市ホームページを
確認

市ホームページにも掲
載しています

姉妹都市・長野県上田市への表敬訪問を行いました

6　 広報とよおか 2025年10月号

市政ニュース

https://www.city.toyooka.lg.jp/kurashi/dorokotsu/buskotsu/1034069.html
https://www.city.toyooka.lg.jp/shisei/1027491/1027495/1027958/1034236.html


　８月９日、市民会館で、北
近畿豊岡自動車道・山陰近畿
自動車道早期実現促進大会が
開催されました。この大会は、
北近畿豊岡自動車道と山陰近
畿自動車道の早期完成に向け
て、これらの道路の重要性や
必要性を国や県に訴えるため
に開催しており、今年で30
回目を迎えます。
　会場には、国会議員の他、
国交省、兵庫県、関係自治体
や住民など約700人が集まり

　本市では、2019年度から住
民自治組織の活動が円滑に行
われ、住民生活をより良くす
るため、島根大学教育学部の
作
さ く の

野広
ひろかず

和教授と共同研究を
行っています。研究の一環と
して、前

ま え だ
田拓

た く み
望さん（４年生）

が、地域の活動状況や課題な
どについて、五荘、小坂、資
母の３地区でヒアリングを行
いました。
　前田さんは「行政区によっ
て抱える課題や地域コミュニ

　８月６日、門間市長が近畿
大学附属豊岡高校と豊岡高校
を訪問し、２年生の生徒たち
と未来の豊岡について語り合
う「タウンミーティング」を実
施しました。
　生徒たちからは「都会への
あこがれはあるが豊岡にしか
ない自然や人とのつながりを
大切にしたい」「子どもができ
たときに豊岡ならではの体験
をさせたい」「さまざまな取り
組みや魅力があるのに市民

ました。地元住民による意見
発表では「この道路は、地域
の未来にとって非常に重要な
鍵を握っている」と語り、道
路に対する熱い想いを伝えま
した。
　今後も、早期完成に向けた
事業推進を国や県に要望し、
一日も早い全線開通を目指し
ます。

ティへ求める役割が多様であ
ることがわかりました。改め
て地域コミュニティの価値を
考えるきっかけとしたいで
す」とヒアリングに手応えを
感じていました。
　ヒアリング結果を参考に、
今後の行政区および地域コ
ミュニティ組織のあり方につ
いて検討していきます。

でも知らないことが多いため
もっと積極的に発信してほし
い」など、率直で前向きな意
見が相次ぎました。
　今回出された意見は、第３
期豊岡市地方創生総合戦略の
策定に向けた大切な基礎資料
として活用します。

若い世代と語り合い、未来の豊岡を共に描く

 《問合せ》
 経営企画課☎21−9022

▲�門間市長は「一人一人の声にうなずき
ながら耳を傾け、豊岡だからこそで
きる挑戦を一緒に形にしていきたい、
皆さんの声をまちづくりに生かしてい
く」と熱意を込めて応じていた

 《問合せ》
 建設課☎29−0010

▲�参加者らは、救命救急や観光誘客、地
場産業の発展などにつながる道路の
早期開通を願った

 《問合せ》
 地域づくり課☎21−9020

▲�８月下旬から約１カ月間市内に滞在
して、ヒアリングを行う前田さん

市ホームページにも掲
載しています

人口ビジョン
　　総合戦略▶︎

道路事業の早期実現を願って　促進大会を開催

島根大学と住民自治の未来を探る共同研究を実施
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